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か つて な い 感 動 に 出会う 。 
いま 、「 TRAIN SUITE 四季 島 」 
な ら で は の 旅 へ 。 











日 本 に は 、 色 鮮やか に 移り 変わ る 四 李 が ある 。 
その 中 で 育ま れ た 文化 や 芸術 、 風習 。 


そし て 、 長 い 歳 月 を か け て 研ぎ 港 ま せ て きた 、 人 々 の 繊細 な 感性 。 


時 間 と 空間 の 移り 変わ り を 楽し む 

「 TRAIN SUITE 四 李 島 」 で の 上 質 な 体験 は 、 

日 本 の クシ ルーズ トレ イン で し か 出会う こと と の で き な い 

この 四 李 が も た ら す 恩恵 を 、 台 受 し 尽く す と と に C 他 な ら な い 。 


| 含ま で の 人 生 で 、 最高 の 体験 だ っ た 」 
乗る 人 の 記憶 に 、 い つま で も ゃ 残り 続け る 旅 を めざし て 。 
黄金 色 に 輝く 列 事 が 、 静か C 走 り 出 す 。 
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PROLOGUE SHIKI-SHIMA 


旅 の 始ま り も 上 質 に 、 
「 プロ ロー グ 四 季 島 」 





旅 の 起点 と な る 上 野 駅 に 、「TRAIN SUITE 四季 島 」 
の 旅 に と 出発 いた だ く お 客 さま 専用 の ラウ ンジ 「 プロ 
ロー グ 四 季 島 」 を ご 用意 し て お り ま す 。 洗練 され 
た イン テリ ア と 、 温か み の あ る 照明 デザ イン 。 これ か ら 
台 ま る 感動 体験 を 予感 させ る 、 深 い 落 ち 着 き に 満ち て 
いま す 。 また 、「TRAIN SUITE 四季 島 」 へ は 目 の 前 (C 
設け た 専用 の 「 新 た な 旅立ち の 13.5 番線 ホー ム 」 か ら 
ご 乗車 らい た だ きま す 。 
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WELCOME TO IKAIN SUIIE SHIKI-SHIMA 


お も て な し を 極め た 、 












































四季 島 ス イー ト ( メ ゾ ネ ッ ト タ イ プ ) 
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SHIKI-SHIMA SUIIE ROOM 


"MAISONETTE TYPE" 


和室 で くつ ろ ぎ 、 格 別 の 眺め を 楽し む 。 


夜 は 階下 で 、 深 い 落 ち 着 き に つつ まれ る 。 





四季 島 ス イー ト は 、 見 晴らし の いい 2 階 と 、 落 ち 着 
いた 空間 が 安らぎ を も た ら す 1 階 の 、 2 つの フロ ア 
で 構成 され て いま す 。 掘り ご た つ 風 の テー ブル が ある 
和 の 空間 で 、 刻々 と うつ ろう 風景 を 眺め る 体験 は 、 まさ 
に と と で し か 味わえ な い 非 日 常 。 夜 は 特製 の 檜 風呂 で 、 
リラ ックス し た 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 





四季 島 ス イー ト (メゾ ネッ ト タ イ プ ブ ) 








LU SUII6D KCOON 


上 1 ME 


和 の 意匠 と 素材 が 織り な す モ ダン な 空間 が 、 


風雅 な 時 間 を 演出 する 。 





空間 の 碑 沢 さと 上 質 さ を テー マ と し た デラ ックス 
スイ ー ト 。 日 本 古来 の 柄 や 木 を 使い な が ら 、 和 紙 、 
深 、 石 な ど さ ま ざま な 素材 を 組み 合わ せ 、 ク ラ シ カ ル 
な だ け で は な い 、 モ ダン で 洗練 され た 雰囲気 を 演出 
し て いま す 。「 走 る アー ト 」 と も 呼べ る 空間 が 生み 
出す 、 特別 な 旅情 を お 楽し みく だ さい 。 








デラ ックス スイ ー ト (フラ ッ ト タ イプ ズブ ) 
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SUIIE ROOM 





日 本 の 美意識 を 随所 に 盛り 込み な が ら 、 


洗練 さと の び や か さ を まとっ た 空間 へ 。 





時 間 と 空間 の 移り 変わ り を 楽し むための 舞台 で ある 
「TRAIN SUITE 四季 島 」 の 客室 は 、 全 室 が スイ ー ト 
ルー ム 以 上 。 伝統 的 な 和 の 美意識 の エッ セン ス を と り 
いれ つつ 、 同 時 に 未来 へ と 向かう 意志 を 感じ させ る 
デザ イン で す 。 季節 や 時 の うつ ろ い を 体感 で きる 親密 感 に 
満ち た 空間 で 、 忘れ られ な い 時 間 が 過ぎ て いき ます 。 








DINING し き し ま 


中 村 勝 宏 須崎 均 


Katsuhiro Nakamura Hitoshi Iwasaki 





総監 修 監修 


「TRAIN SUITE 四季 島 」 で ご 提供 する お 食事 は 、 日 本 人 と し て 初め て 
人 コ | 竹 で 1 フラ ンス で ミシュ ラン ー つ 星 を 獲得 し 、 2008 年 北海 道 洞爺 湖 サ ミッ 
2 ト で は 総 料理 長 を 務め 、 2016 年 に は は フラ ンス 共和 国 農事 功労 章 の 
“ 想 、 。 最高 位 「 コ マン ドゥ ー ル 」 を 受章 し た 、JR 東 日 本 グル ー プ [日 本 ホテ ル 
ee 株 式 会 社 」 統括 名 準 総 料理 長 ・ 中 村 勝 宏 が 総監 修 を いた し ます 。 
また 、「TRAIN SUITE 四季 島 」 の 初代 総 料 理 長 を 務め た 岩崎 均 が 

| その 経験 を 活か し 、 監修 と し て サポ ー ト を 行い ます 。 


佐藤 滋 


Shigeru Sato 





総 料理 長 に は 、 歴史 ある 「 東 京 ス テー 
ショ ン ホ テル 」 副 総 料理 長 を 務め 、 
2017 年 に 世界 の 料理 人 が フラ ンス で 
腕 を 競う 「 第 67 回 プロ スペ ー ル ・ モ ン 
タニ エ 国 際 料 理 コ ンク ー ル 」 で 準 優 
勝 を 果たし た 佐藤 滋 が 就任 し 、 車内 で 
その 腕 を 振る いま す 。 
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東日本 各地 の 旬 の 滋味 を と り い れ た 、 
心 づ くし の 料理 が テー ブル を 彩る 。 


その 土地 な ら で は の 料理 や 食材 と の 出会い は 、 旅 の 感 
動 を より 深め て くれ る $ も の 。「TRAIN SUITE 四季 島 」 
で は 、 行 く 先 々 で 、 時 に は 地元 の 料理 人 が 車内 に 乗り 
込み 、 こ だ わり の 料理 を 提供 する な ど 、 キ ッ チ ンク ルー と 
地域 を 代表 する 料理 人 の 力 を 結集 し 、 地 域 と の つなが 
りや 特別 感 を 随所 に 演出 し た 料理 を お 届け いた し ます 。 
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LOUNGE こも れ び / VIEW TERRACE きざし ・ い らぶ き 


流れ ゆく 目 然 の 風景 を 、 


雄大 な 目 然 を 背景 に 、 
開放 感 と 高揚 盛 あ ふれ る 空間 を デザ イン 。 





未来 へ 進む 意志 を 、 光 の か けら の よう な 窓 で 表現 し た 
開放 的 な 展望 事 。 空 に 向かっ て 枝 を 伸ばす 樹木 を 
イメ ー ジ させ る 、 洗練 され た ラウ ンジ 。 車両 ご と の 快適 
さ を 象 徴 す る 内 部 形状 が 細部 に わた る イン テリ ア 
に ゃ も 表 さ れ 、 旅 の 高揚 感 や 非 日 常 の 時 間 を いっ そう 5 
盛り 上 げ ま す 。 


ラウ ンジ / 展望 車 


ーーー 一 


F ーー ビ 
に 巡 / 出 到 





TKAIN CKEW 


「 TRAIN SUITE 四季 島 」 の 





お も て な し を 体現 する 、 





唯一 無 二 の 存 在 。 








「 TRAIN SUITE 四季 島 」 の 上 質 な 空間 の 中 で 、 
安らぎ を 感じ な が ら お くつ ろ ぎ いた だ く た め に 。 





ダイ ニン グ で の 料理 の サー ビス 、 ベッ ド メ イ キ ング な どの お 部 
屋 の 設え を 、 さら に は 、 立 ち 寄 り 先 で の 観光 アテ ンド まで 承る 
の が トレ イン クル ー で す 。 旅 の 始ま りか ら 終 わり まで 、 お客 
さま お 一 人 お ひと り の 気持 ち に 寄り 添っ た オー ダー メイ ド 
の サー ビス を 提供 いた し ます 。 日 本 が 誇る お も る て な し を 体現 
する 、 洗 練 さ れ た ホス ピタ リティ を ど 堪 能 く だ さい 。 


ルル 
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洋 沢 直己 


Naoki Takizawa 





ユニ フォ ー ム デザ イン / NAOKI TAKIZAWA DESIGN INC. 代表 


1960 年 東京 生ま れ 。 ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー。 「ISSEY MIYAKE」 の クリ エイ ティ ブ デ ィ 
レク ター (メン ズ 1993 - 2000 年 、 レ ディ ー ス 2000 - 2007 年 ) を 経て 、 2007 年 に 独立 。 
2010 年 か ら 上 皇后 陸 下 の 衣装 デザ イン を 担当 。 2011 年 より ユニ クロ の デザ イン ディ 
レク ター に 就任 し 、 2014 年 か ら は スペ シャ ルプ ロジ ェクト の デザ イン ディ レク ター と 
し て 活動 し て いる 。 2007 年 フラ ンス 芸術 文化 シュ バリ エ 勲 章 受 章 。 2009 年 東京 大 学 


人 の 


総合 研究 博物 館 / イン ター メデ ィ ア テク 寄附 研究 部 門 特 任 教授 に 就任 (>2013 年 )。 











EXIEKIOR DESIGN 


奥山 清 行 


Kiyoyuki Ken Okuyama 














デザ イン プロ デュ ー ス お よび 車両 デザ イン / KEN OKUYAMA DESIGN 代表 


1959 年 山形 市 生ま れ 。 ゼ ネ ラ ル モ ー タ ー ズ 社 ( 米 ) チー フ デ ザイ ナー、 ボル シェ 
祉 ( 外 ) シニア デザ イナ ー、 ピ ニン ラフ ア リー ナチ 社 ( 伊 ) デザ イン ディ レク ター な ど 
を 経て 、 2007 年 KEN OKUYAMA DESIGN を 設立 。 山 形 ・ 東 京 *・ ロ サン ゼル ス を 
拠点 に 、 企業 コン サル ティ ング の ほか 、 自身 の ブラ ンド で 自動 車 ・ イ ン テ リ ア 
プロ タダ クト ・ 有 眼鏡 の 開発 か ら 販 売 ま で を 行う 。 著作 多数 。 講演 も 行う 。 








車両 デザ イン 


いく つも の 窓 形状 で 構成 され た ユニ ー ク な 外観 が 、 
こと の 旅 の さま ざま な 体験 を 予感 させ る 。 





シャ ン パ ン ゴ ー ル ド の 外装 に 、4 面 ガ ラス 張り の 先頭 車両 。 
と の 旅 で し か 味わえ ん ない エ クス ペリ エン ス を 成り 込み な が ら 

開発 され た 特注 車両 で す 。「 美 し い 日 本 」、「 豊 か な 時 間 と 

空間 」、 そ し て 「 日 本 の 文化 」 を 楽し むと の 列車 は 、 さ り げ 
な く 深 い 知 の 感動 を 与え る 舞台 と し て 、 世 界 最高 クラ ス の 
クル ー ズ トレ イン と なり ます 。 
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日 本 の 奥 の 深 さ を 感 じ さ せる 東日本 各地 の 職人 の 手 仕 事 に よる 伝統 の 逸品 が 、 
旅 の 舞台 と な る 客室 や 車内 を 彩り ます 。 





デラ ックス スイ ー ト 


(フラ ッ ト タ イプ ) (メゾ ネッ ト タ イ ズブ ) 













ーー 末 F5 | 
朋 叶 還 0 0mN スイ ー ト ラウ ンジ 
-VIEW TERRACE きざし - (2 号車 ) (3 号車 ) (4 号車 ) - LOUNGE こも れ び - 
(1 号車 ) (5 号車 ) 





ーーーーー ーーー トー 3 っ W scene で mi cn ャ ーー ーー ーー ーー かー ご mp に 
- ます まき 」 ピー ] - 0 6 1 い 
こ ーー | ーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー 一 


レー 、 還っ 


ーー 人 “志和 
ダイ ニン グ 四季 島 ス イー ト / スイ ー ト スイ ー ト 展望 車 
- DINING し き し ま - デラ ックス スイ ー ト (8 号車 ) (9 号車 ) -VIEW TERRACE いぶ き - 
(6 号車 ) (7 号車 ) (10 号 車 ) 


春秋 (4・5・10・1 月 中 発 ) 。。 間 LW| ema ウタ WO ーー WW) 
1 泊 2 日 コー ス (山梨 ) 


豊か な 里山 の 恵み を 味わう 旅 。 








春 一 秋 (69 月 出発 ) HH 上 | 押上 的 一 ( 品 一 
1 泊 2 日 コー ス (長野 ) 
みな と まち が 育ん だ 豪商 の 各 と 、 HH | 9 | | 生計 【 彰 人: 還 2 [: 加 | よ 所 | 


中 恵 1 - 車内 ・ ホ ー 
豊か な 里山 の 恵み を 味わう 旅 か ら の 朝 所 人 








る 
く 





春 一 秋 (4 一 11 月 出発 ) 1 昌 目 | よ 也 | [人 : 事 内 ーーーーーーー【 委 : 事 内]】 ーーーーーーー ( 加 内 泊 ) 一 
3 泊 4 日 コー ス 
大 自然 の 相 り な 風景 と 、 smm | mww トーー Wa marwm 
受け 継が れ て きた 悠久 の 文化 に ふれ る 旅 。 

登別 エリ ア の 和 宿 

支 姜 湖 エニ エリア の 宿 


3 日 目 ” 【 朝 食 : 宿 】 東 室蘭 駅 【 昼 食 : 車内 】 | 新 画 館 北 半 駅 -- 【2 つ の ユース か ら 選 択 】 ーー 
細 党 コー ス 青森 駅 下車 観光 : 青森 -【 夕 食 : 車外 】 


墨 石 コ ー ス 


青森 駅 (車内 泊 ) 一 







下車 観光 : 黒石 【 夕 食 : 車外 】 





北海 道 新幹線 





4 日 目 一 【 朝 食 : 車内 】 


鳴子 温泉 駅 


自由 散 葉 : 鳴子 温泉 


鳴子 温泉 駅 





TRAIN SUITE 四季 島 
列車 、 バ ス 等 











SLPEULISLEINGO 


近代 新潟 を 代表 する 豪商 の 迎 控 館 


旧 齋 藤 家 別邸 
[1 泊 2 日 1 日 目 *4 一 9 月 出発 ] 


旧 齋藤 家 別邸 は 、 豪商 ・ 四 代 齋 藤 喜 十郎 に よっ て 1918 
年 1920 年 に か け て 造ら れ た 敷地 面積 約 1.300 坪 を 誇 
る 広大 な 別荘 。 近 代 和 風 建築 の 秀作 と いわ れる 開放 的 
な 建物 は 、 大 正 時 代 ( に お ける 港町 ・ 商 都 新潟 の 繁栄 ぶり 
を 物語 る 文化 遺産 と し て 知ら れる 。 2015 年 に 国 の 名 勝 C 
指定 され た 庭園 は 砂丘 地形 を 生か し た 回 遊 式 で 、 高低 
差 の ある 斜面 を 利用 し て 水 の 流 れ や 滝 を 設け 、 深 山 幽 谷 
の 趣 を 造り 出し て いる 。 各 地 か ら 運 ば れ た 名 石 や 巨石 が 
配置 され る と と も に 、 松 林 の 随所 (に モミ ど ジ な どの 植 栽 も 
あり 、 四 季 を 通じ て 訪れ る 人 を 上 魅了 する 。 


化 街 の 芸 と 筐 を 堪能 する 


新潟 古町 芸 既 
[1 泊 2 日 1 日 目 * ま 10・11 月 出発 ] 


京都 の 祇園 、 東京 の 新橋 と 並び 称 さ れ て きた 花街 、 
新潟 古町 。 新潟 古町 芸 は 、 港町 と し て 栄え た 新潟 を 
代表 する 文化 の ひと つと し て 約 200 年 の 伝統 を 誇る 。 
江戸 時 代 の 新潟 は 北 前 船 の 拠点 と し て 多く の 人 々 が 
交流 し 、 に ぎわ っ て いた 。 そ と (に いつ し か 花街 が 生ま 
れ 、 訪 れる 人 々 を 粋 な 芸 で も て な し た の が 新潟 古町 
芸 既 だ っ た 。 風情 溢れ る 料 宮 が 軒 を つら ね 、 日 本 有数 
の 米 や 地酒 、 四 李 折々 の 食材 を 使っ た 料理 が 振る 舞 
われ る 古町 の 花街 は 、 新 潟 を 代表 する 伝統 文化 で あり 、 
芸 既 た ち は そ の 象徴 と いえ る 。 


織 細 な 建築 意匠 か ら 住 時 の 栄華 を 知る 


燕 喜 館 ( え ん きか ん ) 
[1 泊 2 日 1 日 目 ※10・11 月 出発 」 


明治 か ら 昭 和 に か け て 活躍 し た 豪商 、 齋 藤 喜 十郎 の 
邸宅 の 一 部 を 、 新 潟 市 の 白山 公園 内 に 移築 し て 再建 。 
随所 に 銘木 が 使用 され 、 座 敷 の 欄間 や 宰 絵 な ども 数 
寄 屋 風 の 粋 が 感じ られ 、 近代 和風 建築 の 特徴 が 見 ら 
れる 。 名 称 の 由来 は 、 中 国 ・ 唐 の 時 代 に C 活 躍 し た 思想 家 
「 韓 介 (か ん ゆ ) 」 に よっ て 編 押 され た 「 燕 喜 亭 記 」 の 
「 宴 を 催し 、 楽 し み 喜 ぶ 」 の 一 文 を 喜 十 郎 が 好み 、 本 人 
自ら 命名 し た と 伝え られ て いる 。 明 治 建築 の 意匠 を 活 
か し た 落ち 着い た 風情 と 文化 の か お り 漂 伝統 的 建築 
物 と し て 、2000 年 C 国 の 登録 文化 財 C 指 定 さ れ た 。 


| 較 
| 目 


= 目 還 回 間 目 日 
提 
居 【 目 BB 
通 





善光寺 平 を 一 望 する 圧巻 の 眺め 


嬢 捨 
[1 泊 2 日 2 日 目 *6-9 月 出発 ] 


和 捨 山 伝 説 の 里 と し て も 知ら れる 捨 は 、 棚 田 と 千曲 
川 に 沿っ て 広がる 善光寺 平 の 眺望 が 「 日 本 三 大 車窓 」 
の ひと つと し て 有名 。 特に 棚田 は 、 全国 に ある 棚田 の 
中 で 初め て 国 の 名 勝 に 指定 され た 。5 月 、 6 月 に な る と 
区 切ら れ た 水面 に 月 影 が 映り 込み 、 そ の さま は 「 田 毎 
の 月 」 と 呼ば れる 。「TRAIN SUITE 四季 島 」 は 、 早 朝 
に 媒 駅 に 到着 。 車窓 、 ま た は 駅 の ホー ム か ら 、 朝 の 
風景 を 観 賞 する 。 季節 や 時 間 で 次 を 変え る その 眺め 
は 、 古 き 良 き 日 本 の 原 風景 を 想わ せ 、 素朴 な 感動 を 与え 
て くれ る (C 違 いな い 。 


世界 が 注目 する 山梨 の ワイ ン 
日 本 の ワイ ン 造 り 発祥 の 地 ・ 山 梨 
[1 泊 2 日 2 日 目 ま 4・5・10・11 月 出発 ] 


水はけ 、 日 当たり 、 風通し が いずれ も 良い 最適 な 地形 と 
気候 を 活か し 、 甲 府 盆地 で は 古く か らぶ どう が 栽培 され 
て きた 。 ワ イン づく り の 始ま り は 明治 。 今 で は 新旧 80 余 の 
ワイ ナリ ー が 山梨 県 内 に 集まっ て いる 。 2010 年 、 日 本 固有 
の 品種 「 甲 州 」 種 が 、 ワ イン 醸造 の ぶどう 品種 と し て パリ の 
OIV( 国 際 ぶ どう ・ ワ イン 機構 ) に 登録 され 、 甲州 ワイ ン は 
EU 各 国 へ も 輸出 され て いる 。 と の 旅 で は 勝沼 の ワイ ナ 
リー 「 中 央 久田 酒 」| 勝沼 醸造 」「 丸 藤 衛 菩 酒 」 の いずれ か を 
訪れ 、「 日 本 ワイ ン 」 を 生み 出し て きた 歴史 や 「 甲州 」 と いう 
テロ ワー ル に こと だ わる 作り 手 の 誇り に 触れ て いた だ きま す 。 


新進 気鋭 の ワイ ナリ ー が 集 5 


千曲 川 ワ イン バレ ー 
[1 泊 2 日 2 日 目 *6 一 9 月 出発 ] 


千曲 川 (信濃 川 ) の 流域 に 広がる 、 千 曲 川 ワ イン バ 
レー。 気 候 と 土壌 が ワイ ン 用 ぶどう の 栽培 に 適し て お り 、 
メル ロー、 シ ャ ルド ネ な ど 欧 州 系 の 品種 が 多く 栽培 され 
て いる 。 近年 は 個人 の ワイ ナリ ー も 増え 、 中 堅 の ワイ ナ 
リー で は 新た な ワイ ナリ ー を 診 致 する 活動 も 行っ て いる 。 
また 町 が ワイ ン 用 ぶどう の 農地 を 確保 し て 新規 参入 を 
受け 入れ る な ど 、 ワイ ン 産 業 振興 の た め に 官民 が と も 
に 積極 的 に 取り 組ん で いる 。「TRAIN SUITE 四季 島 」 
の 旅 で は 、 マ ンズ ワイ ン 小 語 ワ イナ リー、 ヴ ィ ラ デス ト 
ガー デン ファ ー ム アン ド ワ イ ナ リー の いずれ か を 訪れ る 。 


1 泊 2 日 コー ス / 春 一 秋 
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明治 の ハイ カラ 文化 を 感じ る 
函館 
[3 泊 4 日 2 日 目 」 


ベ ペリー 来航 後 の 1854 年 、 開国 後 初 め て の 貿易 港 と し て 
発展 し た 函館 。「TRAIN SUITE 四季 島 」 の 旅 で は 、 
バス と 路面 電車 で 市 内 を 巡る 。 函館 朝市 で は 、 特 産 
品 の イカ を は じ め 、 カ ニ や サケ な ど 、 新 鮮 な 食材 が 
一 堂 に 集まる 活気 あふ れる 市 場 の 雰囲気 を 満喫 し 
た い 。 ま た 函館 と いん ば 、 坂 道 が 織り な す 異 国情 緒 
あふ れる 街並み も 魅力 。 画 館山 の 訂 に 建ち 並ぶ 歴史 
的 な 建造 物 と 海 に 向かっ て 真っ 直ぐ に 伸び る 坂 の 存 
在 が 、 ま る で 街 全 体 が 絵画 の よう な 印象 的 な 風景 を 
描き 出し て いる 。 


アイ ヌ 文 化 を 白老 か ら 世 界 へ 


ウ ポ ボボ イ ( 民 族 共 生 象 徴 空 間 ) 
[3 泊 4 日 2 日 目 ] 


北海 道 の 南西 、 太 平 洋 に 面 し た 白老 町 に 2020 年 オー 
プン し た 「 ウ ポポ イ ( 民 族 共 生 象 徴 空 間 ) 」 は 、 存 立 の 
危機 に ある アイ ヌ 文 化 の 復興 ・ 発 展 の た め の 拠 点 と 
な る 場所 。 日 本 が 将来 へ 向け て 、 先 住民 族 の 尊厳 を 
尊重 し 、 多様 で 豊 み な 文化 を 持つ 活力 ある 社会 を 築い 
て いく た め の 象 徴 と し て 整備 され た 。 ウ ポ ボ イ で は 、 
「 国立 アイ ヌ 民 族 博物 館 」 の 多彩 な 展示 や 「 体 験 交流 
ホー ル 」 で の アイ ヌ 古 式 舞踊 な ど を 通じ て 、 アイ ヌ の 
人 々 が 育ん で きた 豊か な 文化 に 触れ る と と が で きる 。 


日 本 最大 級 の 縄文 集落 中 


三 内 丸山 遺跡 
[3 泊 4 日 3 日 目 縄文 コー ス 」 


三 内 丸山 遺跡 は 、 今 か ら 約 5,900 年 前 一 4,200 年 前 の 
縄文 時 代 の 集落 跡 。1992 年 か ら の 発掘 調査 で は 堅 穴 
建物 跡 や 墓 、 捨 て 場 な ど が 見 つか り 、 また 膨大 な 量 の 
縄文 土器 、 土 働 、 ヒ スイ 製 の 玉 な ど が 出土 し て いる 。 と の 
調査 で の 数 多く の 発見 が 、 従 来 の 縄文 文化 の イメ ー 
ジ を 大 きく 変え る きっ か け と な っ た 。 と の 旅 で は 、 出 土 
品 の 整理 作業 現場 や 、 約 500 個 の 土器 が 並ぶ 一 般 
収蔵 庫 の 様子 な ど を 、 専 門 ガ イド の 案内 で 見 学 す る 。 
広大 な 敷地 の 中 で 、 修 久 の 時 間 に 思 い を 馳せ た い 。 





藩政 時 代 の 風情 が 今 に 残 る 


中 町 こみ せ 通 り 
[3 泊 4 日 3 日 目 黒石 コ ー ス | 


「 日 本 の 道 百 選 」( に も 選ば れ た 中 町 通り の 「 こみ せ 」 は 、 
伝統 的 な 建造 物 と アー ケー ド が 藩政 時 代 か ら ほほ 
その まま の 形 で 残っ て お り 、 全 国 的 に も 類例 が な い 。 
| こみ せ 」 と は 、 雪 や 雨 を し の で ぐために 作ら れ た アー 
ケー ド 状 の 通路 の こと で 、 雪国 特有 の も の 。 夏 は 日 差し 
を 遮り 、 冬 は 吹雪 や 積雪 か ら 人 を 守り 、 軒 を 連ね て い 
た 旅 夫 や 呉服 屋 、 商 家 に と っ て は な く て は な ら な い 
存在 だ っ た 。 国 の 重要 文化 財 「 高 橋 家 住宅 」 や 昔 な が 
ら の 造り 酒屋 、 蔵 な ど が 並ぶ 風景 は 、 往 時 の (に ぎわ い 
を 秘 徳 と させ る 。 


ね ぶた 絵 で 世界 に 1 つの う 5 ち わ を 


うち わ 作 り 体 験 
[3 泊 4 日 3 日 目 黒石 コー ス ] 


青森 県 黒石 市 で は 、 毎 年 7 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 ま で 
「 黒石 ね ぶた 祭り 」 が 開催 され る 。 祭り な ど で 実 際 
使わ れ た 絵 を 使っ た うち わ 作 り と いう ユニ ー ク な 体験 
が で きる 。 参 加 者 た ち は 、 ね ぶた 絵 の 一 部 を 使用 し 、 
色 が に じ ま ぬ よう 加工 し た 後 、 竹 朋 に 簡 で 丁寧 に 貼っ 
て いく 。 黒石 ね ぶた は 弘前 ね ぶた と 比べ る と 小柄 な 
と と も あり 、 デ ザイ ン が 細か いた め 、 う らち わ 作 り の 絵柄 
に 向い て いる 。 完 成 し た うち わ を 光 に か ざす と 、 本 物 の 
ね ぶた に 負け な い ほ どの 美 し さ と 迫力 を 見 せ て くれ る 。 


こけ し の 里 の 情緒 溢れ る 温泉 地 


鳴子 温泉 績 
13 泊 4 日 4 日 目 ] 


宮城 県 大 崎 市 に ある 5 つの 温泉 地 を 有する 鳴子 温泉 郷 。 
温泉 の 泉 質 は 多彩 で 、 種類 の 豊富 さ ・ 源 泉 数 の 多 さ は 
日 本 有数 と 言わ れる 。 歴史 は 古く 、「 続 日 本 後記 」 に 837 
年 4 月 に 濁 山 が 大 噴火 を し て 温泉 が 湧き 出し た と あり 、 
温泉 宿 の 開 湯 は 江戸 時 代 中期 頃 と 伝え られ 、 湯治 場 と 
し て 多く の 人 々 に 親しま れ て きた 。 江戸 時 代 後 期 に は 
木 地 師 た ち が ろ くろ を 使っ て 作製 し た 「 鳴 子 こ けし 」 を 
お 土産 や 玩具 と し て 広め 、 そ の 木 地 技 術 と 共 C 発 展 し 
て きた 漆 工 芸 品 の 「 鳴 子 漆器 」] な ども 有名 で ある 。 


3 泊 4 日 コー ス ノ 春 秋 
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冬 (12--3 月 出発 ) 
1 泊 2 日 コー ス 





東国 (と うごく ) の 冬 日 の 光 を 受け て 、 
聖なる 社 の 森 か ら 太 平 洋 を めぐ る 旅 。 


冬 (12 一 3 月 出発 ) 
2 泊 3 日 コー ス 





東北 の 長い 冬 に 息づい て きた 、 手 仕事 の 
ぬく も り と 幻想 的 な 民話 の 世界 へ の 旅 。 


ーーーーー TRAIN SUITE 四季 島 
ーー 列車 、 バ ス 等 
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1 日 目 | よ 衝 駅 | tg : 車内 】 一 | 鹿島 神宮 駅 円 下車 観光 : 鹿 島 神宮 ・ 佐 原 佐原 駅 【 夕 食 : 車内 】- (車内 泊 ) 一 - 


2 日 目 根府川 駅 


ホー ム ・ 駅 舎 か ら の 日 の 出 観 賞 


* 天 候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 お が ど ざい ます 。 


2 日 目 


3 日 目 


【 朝 食 : 車内 】 


WM 


森 駅 


【 昼 食 : 車外 】 


【 昼 食 : 車外 】 


【 朝 食 : 車内 】 松島 駅 


下車 観光 : 小 田原 小田 原 駅 





【2 つ の コー ス か ら 選 択 】 


史 
層 
還 





弘前 ・ 西 目 屋 コ ー ス 
五所 川原 ・ 約 前 コー ス 


【 夕 食 : 車内 】 


下車 観光 : 弘 前 ・ 西 目 屋 


下 事 観 光 : 五 所 川原 ・ 弘 前 





(車内 泊 ) 一 





タ 





SLPEULSLEINGO 


壮大 な る 歴史 と 自然 


鹿島 神宮 
[1 泊 2 日 1 日 目 ] 


日 本 建国 ・ 武 道 の 神様 で ある 「 武 環 棚 大 神 ( た け み か 
づち の お お か み )」 を 御 祭神 と する 、 神 武 天皇 元 年 ( 紀 
元 前 660 年 ) 創 建 の 由緒 ある 神社 。 現在 の 社殿 は 徳川 
二 代 将軍 の 秀忠 に より 、 また 奥宮 は 徳川 家康 に より 奉 
納 さ れ た も の で 、 ぃ いずれ ゃ 重要 文化 財 に 指定 され て い 
る 。 東京 ドー ム 15 個 分 に 及ぶ 境内 地 に は 、 笑 蒼 と し た 
巨木 が 荘厳 な 雰囲気 を 醸し 出す 奥 参 道 や 、 約 1.300 
年 の 樹齢 を 数 える 御 神 木 な ど 、 その 歴史 と 由緒 を 感じ さ 
せる 多く の 見 所 が 点 在 する 。 


400 余年 を 生き る 町 


佐原 
[1 泊 2 日 1 日 目 」 


か つて 利根 川 水運 で 「 江 戸 優 り ( を えど まさ り )」 と 言 
われ る 程 に 栄え た 佐原 の 町 。 人 々 は 江戸 の 文化 を 取 
り 入 れ 、 さ ら に それ を 独自 の 文化 昇華 。 そ の 面影 
を 残す 町 並み が 、 小野 川治 岸 や 香取 街道 に 今 $ も 息 づ 
いて いる 。 1996 年 に 関東 で 初め て 「 重 要 伝 統 的 建造 物 
群 保存 地区 」 C 選 ば れる 。 昔 か ら の 家業 を 継ぎ 今 ゃ 続 
いて いる 商家 が 多く 、「 生 き て いる 町 並み 」 と し て 評 さ 
れる 。 また 伊能 忠敬 が 30 年 余り を 過ごし た 母屋 と 店 舗 
が 、「 伊 能 忠敬 旧宅 ( 国 指定 史跡 ) 」 と し て 現存 する 。 


日 出 ず る 処 の 駅 と 海 


根府川 駅 (ね ぶ か わん えき ) の 日 の 出 
[1 泊 2 日 2 日 目 ] 


相模 湾 を 見 下ろ す 丘 の 上 に ある 、 東 海道 本 線 ・ 根 府川 
駅 。 駅 前 や ホー ム か ら 見 る 日 の 出 の 眺望 は 、 ま さと 絶景 。 
冬 は 太陽 が 駅 の 正面 あたり に 昇り 、 時 代 を 感じ させ る 駅 
舎 を 鮮やか に 照ら す 。 秒 単 位 で 空 の 色 が 移り 変わ る 様 
は 、 誰 も が 目 を 奪わ れる と と 間違い な し 。 刻々 と 色 を 
変え る 空 と 海 、 や が て 水平 線 の 彼方 か ら 昇 る 朝日 を 有 眺 
め る 癒し の 時 間 を 楽し みた い 。 

* 天 候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が だ ご ざい ます 。 








二宮 尊 徳 が 残し た 日 本 の 心 


報徳 二宮 神社 
[1 泊 2 日 2 日 目 ] 


1894 年 、 二宮 尊 徳 の 教え を 慕う 6 カ国 (伊豆 、 三河 、 
遠江 、 駿 河 、 甲斐 、 相模 ) の 報徳 社 の 総意 に より 、 小田 原 
が 生誕 地 で ある 二宮 尊 徳 を 御 祭神 と し て 、 小 田原 城 
二の丸 小峰 曲輪 の 一 角 に 創建 され た 神社 。 拝殿 礁 石 
に は 、 天 保 の 大 人 錠 館 の 際 に 二宮 尊 徳 が 11 万 石 の 領内 に 
住む 民 を 救う た め に 開い た 、 小田 原 城内 の 米蔵 の 確 
石 が 使わ れ て いる 。 同 敷 地内 の 「 報徳 会 館 」 で は 木 
の ぬく も り を 感じ る 落ち 着い た 雰囲気 の 中 で 、 食 事 
を いた だ だ く と と が で きる 』。 


アー ト の 起源 に 還る 


小田 原文 化 財 団 江 之 浦 測候所 
(ん の うら そ ぞ そら と こう し じき ) 
[1 泊 2 日 2 日 目 」 


「 アー ト 」 と は 、 各 時 代 に お ける 「 人 間 の 意識 の 最 先 端 」 
を 表す も の 。 そ の 新た な 未来 を 拓く 糸口 と し て 、 世 
界 的 な 現代 美術 作家 ・ 杉 本 博司 に より 建て られ た 美術 
展示 施設 。 ギャ ラリ ー 棟 、 石 舞台 、 光学 硝 子 舞台 、 
茶室 、 庭園 な どか ら 構 成 さ れる 。 建造 物 は 各 時 代 の 
日 本 の 建築 様式 、 及び 工法 の 特徴 を 取り 入れ て 再現 
され 、 日 本 建築 史 を 通 観 する も の と し て 機能 する 。 そ 
れ は 現在 で は 継承 が 困難 に な りつ つ あ る 伝統 工法 
を 、 将来 に 伝え る 使命 も や 果たし て いる 。 


1 泊 2 日 コー スグ 冬 


ww 
U GS や で kaw - Sr た ます 
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昔話 の 世界 に 誠 わ れ 
と お の 物語 の 館 
[2 泊 3 日 1 日 目 ] 


誠 手 県 の 内 陸 部 (に ある 硬 野 は 、 民俗 学者 柳田 國男 が 
著 し た 「 硝 野 物語 」 の 舞台 と な っ た 町 で 、 カ ッ パ や 座敷 
わら し の 伝説 が 息づく 「 遼 野 民話 」 の 里 と し て 知ら れる 。 
「 と お の 物語 の 館 」 は 、 と の 地 に 伝わる 民話 を 体験 で 
きる 施設 。 人 造り 酒屋 の 蔵 を 改築 し た 「 昔 話 蔵 」 で は 、 
座敷 わら し や 雪女 な どの 話 を 、 切 り 絵 や イラ スト 、 映 像 
な ど を 使っ て 紹介 し て いる 。 ま た 語り 部 に よる 昔話 や 
神楽 を は じ め 郷 土 芸能 の 鑑賞 な ど が で きる 劇場 空間 
| 憶 野 座 」 な ども あり 、 日 本 の 原 風景 に 触れ な が ら 、 心 
豊か な 時 間 を 過ごす とこ と が で きる 。 


太守 作品 の 頁 を 巡る 

大 宗治 記 念 館 「 斜 陽 館 」 

[2 泊 3 日 2 日 目 五所 川原 ・ 弘 前 コー ス ] 
太宰 治 が 生ま れる 2 年 前 の 1907 年 、 父 ・ 津 島 源 右 衛 
門 に より 建て られ た 豪邸 。 和 洋 折 豆 ・ 入 母屋 造り の 
建物 は 、 米 蔵 に 至る まで 「 青 森 ヒ バ 」 の 木材 が 使用 
され て お り 、 ど っ し り と し た 重厚 感 が 特徴 と な っ て 
いる 。 国 の 重要 文化 財 建 人 造物 に 指定 され 、 明 治 期 の 
木造 建築 物 と し て も 貴重 な 一 軒 。 蔵 を 利用 し た 資 
料 展示 室 に は 、 太宰 が 生前 着用 し て いた 二 重 廻 し の 
マン ト や 執筆 用 具 、 書 簡 な どの 他 、 初版 本 や 外国 語 
の 翻訳 本 も 展示 され て いる 。 


伝統 の 継承 と 創造 を 


弘前 れん が 倉庫 美術 館 
[2 泊 3 日 2 日 目 五所 川原 ・ 弘 前 コー ス ] 


明治 ・ 大 正 期 建設 さ れ 、 近 代 産 業 遺 産 と し て 弘前 の 
風景 を 形作っ て きた 「 吉 野 町 灯 瓦 倉庫 」 を 改修 し 、 
2020 年 に 美術 館 と し て 再生 。 展 示 作 品 は 勿論 の こと 、 
建築 家 の 田 根 剛 が 「 記 憶 の 継承 」 を コン セプト KC 手 
が けた 美術 館 そ の も の も 、 鑑賞 すべ き 作品 の ひと つ で 
ある 。 幾何 学 模様 デザ イン の 温もり ある 手芸 が 特徴 
的 な 「 津 軽 こ ぎん 刺し 」 や 大 鯛 町 で 木材 工芸 品 を 生産 
する 「 わ に も ゃ も っ と 」 の 木工 品 作 りな どの 手作り 体験 を 
楽し め る 。 








青森 が 誇る 美 技 
BUNACO 西目屋 工場 
[2 泊 3 日 2 日 目 弘前 ・ 西 目 屋 コ ー ス | 


世界 最大 規模 の ブナ 原生 林 が 分 布 す る 世界 遺産 「 白 
神山 地 」 を は じ め 、 広 大 な ブナ 林 を 有する 青森 県 。 
「BUNACO (ブナ ュ ) 」 は その ブナ の 木 か ら 生ま れ た 
工芸 品 で 、 世 界 の 高級 ホテ ル や 有名 セレ クト ショ ッ プ で 
採用 され る な ど 、 国 内 外 で 高い 評価 を 獲得 し 注目 を 集め 
て いる 。 地 元 の 小学 校 旧 校舎 を 活用 し た 西目屋 工場 
で は 、 熟練 の 職人 に よる BUNACO 作り の 技術 が 間近 で 
見 られ る 工場 見 学 や 、 世界 に ひと つ だ け の BUNACO 
の 手作り 体験 が 楽し め る 。 


りん ご の 聖地 を 味わう 


河東 地区 りん と 施設 

[2 泊 3 日 2 日 目 弘前 ・ 西 目 屋 コー ス ] 
1995 年 (て 設立 され た 、 日 本 一 の 大 型 り ん ご セン ター。 
3 万 4.500 の 広大 な 敷地 で 、1 日 128t(6,400 箱 ) の 
選 果 、 箱 詰め 、 出 荷 を 可能 に する 。 選 果 で は 、 糖度 ・ 
熟 度 ・ 硬 度 ・ 蜜 の 有無 ・ 内 部 の 障害 な ど を 瞬時 に 判別 
する 高 性 能 光 セン サー に より 、「 つ が る 弘前 りん ご ど 」 の 
さら な る 高 品質 化 を めざす 。 施設 内 の 見 学 ゃ 可能 で 、 甘 
酸っぱ い ぃ 香り が 漂う 5 な か 、1 個 ずつ 真っ 赤 な りん ご が 流 
れ て いく 様子 を 間近 に 見 る こと と が で きる 。 


伊達 政宗 の 粋 が 集い し 寺 


瑞 厳 寺 

[2 泊 3 日 3 日 目 ] 

正式 名 称 は | 松島 青龍 山 瑞 央 円 福 禅 寺 」。 開 創 は 828 
年 の 平安 初期 に まで 遡る 、 奥州 随 一 の 古寺 。 現在 の 建 
物 は 、 1609 年 (伊達 政宗 が 名 工 130 人 を 集め 、5 年 の 
歳 月 を か け て 完成 させ た ゃ の 。 桃山 時 代 の 真髄 で 
ある 蘭 厳 な 風格 を 有 し 、 唐 戸 や 欄間 、 複 、 床 の 間 な 
どの 豪 斗 な 絵画 は 、 日 本 の 自然 美 を 代表 する 「 人 工 
美 の 極致 」 と 評 さ れる 。 現存 する 本 堂 ・ 御 成 玄関 、 
庫 禅 ・ 回 廊 は 国宝 に 、 御 成 門 ・ 中 門 ・ 太 鼓 環 は 国 の 
重要 文化 財 に 指定 され る 。 


2 泊 3 日 コー スン / 冬 











詳し く は 、「 TRAIN SUITE 四季 島 」 ホ ー ム ペー ジ を ご ご覧 くだ さい 。 
https://www.jreast.co.jp/shiki-shima 


* 掲 載 の 写真 ・ イ ラス ト は すべ て イメ ー ジ で す 。 
* と の パン フレ ッ ト の 情報 は 、2021 年 7 月 現在 の もぉ の で す 。 
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